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 10月 14日（木）、新庄市民文化会館と新庄市民プラザを会場に、『「未来を拓く社会教育の在り方」～引き継ご

う地域の宝と絆 生み出そう新しい地域の姿～』を研究主題に掲げ、標記大会を開催しました。毎年、この時期に

は、「最上地区生涯学習推進大会・山形県生涯学習振興最上大会」を行っていましたが、今年度は、全国・東北地

区・山形県大会を兼ねた大きな大会となりました。 

昨年度の本大会は、秋田県秋田市にて実施を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念さ

れ、紙面でのみの開催に代え、実質的には中止となっていました。今年度も昨年に引き続き、コロナ禍というこ

とではありましたが、２年連続の中止にはしたくないという大会役員、大会実行委員の熱い思いにより、感染予

防対策を講じた完全リモートでのオンライン大会を計画し、実施に至りました。 

大会会場としていた新庄市民文化会館と新庄市民プラザには、運営に携わる大会実行委員と事務局員のみとし、

参加者からは、ＰＣなどの画面を通じて、「開会行事」「郷土からのメッセージ」「シンポジウム」「分科会」に出

席していただきました。初めてのオンライン開催のため、事務局としては、参加者の大幅な減少を危惧していま

したが、434名もの申し込みがありました。大会終了後には、参加者の方々や大会役員の方々から、「郷土からの

メッセージとシンポジウムは、最上から地域の素晴らしさを発信する良い機会となった。」「郷土からのメッセー

ジやシンポジウム、分科会とも学ぶところが多く、素晴らしい大会だった。」とのお褒めの言葉を頂戴しました。

規模、内容とも、全国・東北大会にふさわしい大会となりました。大会に御協力くださいました皆様に心から感

謝申し上げます。開会行事や研修の内容は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 43回全国公民館研究集会 令和３年度東北地区社会教育研究大会 

第 66回東北地区公民館大会山形大会 （兼）第 12回山形県社会教育研究大会 

第 59回最上地区生涯学習推進大会 第 38回山形県生涯学習振興最上大会 

【郷土からのメッセージ】郷土愛に満ち
溢れ、故郷を明るく楽しいものにしよう
と、農村の若者とともに生活改善活動に
生涯をささげた松田甚次郎の生涯を、「新
庄演劇研究会・新庄種プロジェクト・東
北幻野」の方々による映像とナレーショ
ンにより紹介しました。 

【シンポジウム】郷土からのメッセージ
を受け、地域の活性化と人づくり、人と
人との繋がりづくりについて、松田甚次
郎と宮沢賢治の関係やシンポジストの
方々の自らの実践を絡めながら、渡部泰
山先生をコーディネーターに迎え、語っ
ていただきました。 

【高校生レシピによる地産地消弁当】 

最上の食材をふんだんに 
使った弁当を地元高校生 
が開発。大会関係者に提 
供しました。コロナの拡 
大がなかったら、参加者にも味わっても
らう予定でした。 
【分科会】５つの分 
科会を開催し、研修 
を深めました。研修 
内容については、今 
後 HPに掲載しますので、是非ご覧くだ
さい。 
http://experienceshinjo.com/syakaikyouiku 

【開会行事】永年にわたり、公民館活動や社会教育・生涯学習に大きく貢献した公民館、

個人、団体を称える表彰式を、森の楽器の会「ベルフォレ」の演奏をバックにオンライ

ンで開催しました。東北地区社会教育委員連絡協議会表彰の被表彰者代表として、舟形

町の小國隆氏が会場にて表彰状を受け取り、YouTubeにてその様子を配信しました。最

上地区の被表彰者は以下のとおりです。 

＝東北地区社会教育委員連絡協議会表彰＝ ・小國隆 氏（舟形町） ・大場千賀子 氏（舟形町） 

＝山形県社会教育連絡協議会表彰＝ ・山田美喜子 氏（真室川町）・髙橋宏輔 氏（鮭川村）  

＝最上地区生涯教育功労者表彰＝ ＜功労者＞ ・阿部彰 氏（新庄市） ・近江正人 氏（新庄市） 
・中鉢祐子 氏（新庄市） ・青柳真由美 氏（舟形町） ・東海林孝平 氏（舟形町） 
・大山真照 氏（大蔵村） ・菅野明 氏（大蔵村） ・髙橋松子 氏（鮭川村） 
・七色の風（新庄市／代表：石井みゆき 氏） ・角川太鼓を育てる会（戸沢村／代表：阿部浩樹 氏） 
・最上地区読み聞かせサークル連絡協議会（最上広域／代表：佐藤良知 氏） 
＜感謝状＞ ・髙橋臣也 氏（前最上地区ＰＴＡ協議会会長） ・金田美代子 氏（前山形県神室少年自然の家所長）  



 

 
４日（木） 読育推進ネットワーク研修会 

（新庄エコロジーガーデン） 
５日（金） 行政訪問（真室川町・大蔵村） 
９日（火） 行政訪問（新庄市・金山町） 

13日（土） 山形教育の日 
ＰＴＡ指導者研修会（遊学館） 
山形県スポーツ少年団指導者・育成母集
団研修会（新庄エコロジーガーデンまた
は Zoomによるオンライン形式） 

15日（月） 東北地区社会教育研究大会第 7回事務局
会（web会議） 

20日（土） 県女子駅伝壮行式（市民プラザ） 
21日（日） 県女子駅伝（上山～山形） 
25日（木） 文化財巡回指導（新庄市） 
26日（金） ヤンボラ交流企画会議（ゆめりあ） 
28日（日） やまがた伝統文化フェスタ（遊学館） 

（出演：金山町有屋少年番楽） 
スタートコーチ養成講習会（山形） 

30日（火） 放課後子ども総合プラン指導者研修会
兼家庭教育支援フォーラム part2 

（神室少年自然の家） 
  
 

☆はばたきクラブ☆  ☆アクティブ・チャイルド・プログラム（ACP）を活用した運動遊び☆ 

 

 
 
 
 

11月事業予定 

最上教育事務所社会教育課ホームページ 
 
 

            

 

                                       

バックナンバー「まなびぃ８」配信中です。 

４～１０月号もご覧ください。 

社会教育事業に

関する情報を掲

載中です。 

最上教育事務所 社会教育課情報２０２１ 検索 

新庄市体育協会は生涯スポーツ推進の取組みとして、子どもの体を動かす場づくりとして「はばたきク

ラブ」の活動を行っています。日新はばたきクラブは、子どもたちが楽しみながら積極的に体を動かせる

アクティブ・チャイルド・プログラムを活用しています。詳しくは日本スポーツ協会のホームページに楽

しい運動遊びの紹介がありますので参照してください。９月２９日（水）の日新はばたきクラブの活動を

紹介します。学校の活動を終えた３・４年生の児童たちが元気な挨拶とともに体育館に入ってきました。

ランドセルを置きみんなが集合するまでの間も楽しそうに体育館を動き回っていました。一つの輪になり

挨拶、準備運動を行い活動がはじまりました。子どもたちの活動は回数を重ねるうちに一人ひとりの工夫

とグループでの学びが生かされた活動になっていて、子どもたち同士でルールを修正する場面も見ること

ができました。安心して取り組める環境は、励まし合い助け合う子どもたちと、それを見つめ子どもたち

一人ひとりの成長を支援してくださる指導者の方々が作り上げているものと感じました。終わりの挨拶も

元気に行い活動を終了しました。迎えに来た保護者の方々に楽しく話をしている子どもたちの様子からも

活動の充実感が伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 
 


